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削
減
仲
都

世
増
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
勝
広

出品を
ι

詰
均
吋
鳩
山
寸
L
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

んのゆ
滋
か
ら
の
お
閣
制
い

町
机
準
時
措
設
の
没
宥
に
あ
た
り
管
制
明
者

は
、
幽
的
造
ト
の
仏
掛
け
、
利
朗
お
絞
め
ト

ラ
ブ
ル
を
家
然
に
仲
間
ぐ
た
め
の
総
λ

諸問静

態
の
検
討
可
さ
ら
に
は
蔀
脱
出
道
路
と
の

取
り
付
け
に
伴
う
滋
時
間
交
通
及
び
捗
行

お
へ
の
影
間
神
戸
な
ど
組
問
々
在
遜
ム
ゲ
町
中
世

全
性
、
機
回
既
往
、
列
記
間
性
的
出
川
し
し
i
絡

め
寺
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

駐
車
山
崎
ル
叫
に
絞
殺
さ
れ
ぞ
い
る
山
川
お

は
、
駐
車
附
制
緩
い
い
採
る
器
不
的
条
件
と

い
え
る
も
の
で
、
品
百
路
交
通
の
山
円
滑
化

投
び
時
間
A
鋭
利
間
川
ト
+
の
安
全
伎
な
ど
を
高

め
る
役
鋭
を
担
っ
て
い
ま
す
。
級
感
向
崎

経
営
を
こ
れ
か
ら
始
め
ら
れ
る
方
宅
あ

る
い
は
絞
車
山
崎
的
役
ゐ
肢
を
常
え
て
い
る

方
は
‘
計
机
事
山
崎
沖
山
を
会
凶
め
た
関
係
法
岡
地

ψ
部
リ
ヮ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

ザ
届
出
の
窓
口
泌
総
品
川
沿
線

甲
田
闘
い
合
わ
せ
線
小
市
計
品
開
潟
、
終
都

令
市
総
計
総
派
時
0

・97
Z
(
お
)
3
4
5

0
0
 

F
総
い
い
よ
っ
て
受
診
資
的
防
長
、
ま
と
山
路

峨
保
険
ぷ
い
い
よ

J

て
と
の
阪
信
川
町
中
山
間
的

令

Mmw溶
接
か

一
、
法
的
叫
止
に
よ

り
立
候
補
間
前
期

間同が忍吉川小の

H
I

口
吋
は
お
…
め
み
と

な
り
ま
し
た
の
で
、

虫
燥
機
F
絞
き
に

間
違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま

す「

必
携
絞

殺
ぷ
長
会
?
は
、

立
添
時
間
四
抽
出
子
続
き
が
円
減
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
も
術
学
前
聞
い
し
ゑ

一
院
拙
冊
子
後
お
双
山
叫
ん
ば
を
開
催
v
ま
す
。 施

す
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め
r
t

次
め
よ
J

会
と
き
は
ョ

ポ
役
岬
ま
た
は
お
な
必
~
連
認
可
内
一
に

長
g
M山
山
を
し
て
く
主
主
い

wv
…
問
い
合
わ
せ
福
祉
ぷ
主
人
総
従
川
町

4J=120日に決定

会
総
牧
市
2
会
議
室

w
v
t
E
F
a
4
月

日
日
〈
日
一

V
制
撤
鍛
尚
州
附

4

門門山山口リ~日日

軍
滋
山
尚
す
る
委
員

の
数
日
名

V
開
問
い
合
わ
せ

ぽ
品
不
明
智
部
委
れ
科
会

事政
M
M
川
常
(
町
m
M

I
l
l
-内
線
3

・Gd
U



女運転免許試験を毎話実範

女運転免許証を即日交付

大更新手続き、日日議日も実施

女各鶏議縫を関擢

汗扇白む〕

。
試
験
受
付
時
閥
均
五
円
引
所
本
傘

持
、
治
初
L
Fこ
り
受
け
る
者
、
技
能
を
受

併
交
付
、
日
制
判
事
品
川
的
変
質
子
役
き
は
け
る
者
門
時
か
九
金
問
の
午
前
8
時

等
以
税
制
ど
と
ノ
タ
の
と
ち
り
で
ι
'
行
部
分
か
ら
9
時
ま
で

うニ
1

c

m

u

p

き

ま

↑

2

0

更

新

受

付

時

潤

平

日

は

午

前
8
時

前
九
艇
を
で
の
的
問
、
盗
事
前
協
淫
反
て
山
市
更
摂
子
校
き
の
と
め
の
B
M
性
日
窓
口
ま
た
、
行
政
処
古
事
務
F
d
引
き
カ
一
山
内
部
分
か
ら
問
時
ま
で
と
キ
怯
1
時
か
ら

終
滋
し
と
人
怨
枠
制
誠
一
刊
を
受
け
ど
]
業
務
は
、
セ
/
タ
?
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
摘
さ
れ
ま
す
c
免
許
の
一
打
尽
込
八
万
は
と
2
時
的
八
万
ま
F
¥
上
川
町
け

W
は
午
前

同
輪
島

H
A験
1
4
J
タ
;
手
上
・
年
以
内
の
人
日
、
昨
日
時
中
古
で
ι
F
続
き
当
分
の
問
、
出
笠
交
付
で
き
ま
せ
ん
ン
タ
i
F
集
中
か
刊
行
さ
れ
、
M
U
へ
け
の
執

8
時
給
日
甘
か
ら
間
的
主
亡
仁

H
-
祝
日
主
将
い
ご
毎
百
一
行
わ
れ
ま
す
c
を
行
ラ
こ
と
が
で
き
ま
す

A

し

か

し

、

一

灯

は

じ

み

引

か

げ

わ

れ

ま

す

こ

れ

に

そ

の

絵

丹

受

付

股

間

同

は

、

々

J

h

y

!

一

一

一

柏

、

小

型

特

妹

、

原

付

試

験

は

徒

こ

の

間

内

合

免

許

訴

の

何

日

交

付

は

で

き

よ

け

、

即

日

U

J

の

伴

止

処

分

吋

恥

児

島

い

お

災

い

合

わ

せ
y
¥
ど
心
持
い
ο

来
通
り
阿
川
試
一
日
間
内
)
た
だ
と
、
没
後
ま
せ
入
。

試
験
の
+
却
に
つ
い
て
は
約
定
総
を
と

つ
ど
い
ま
ナ
内

P
、
{
い
い
品
刊
に
給
…
大
m
p
-

の
似
υ
4解
除
け
取
灯
ω
-
M
鞠
…
一
試
料
納
閥
均
三

2
八
削
川
一
附
山
け
八
山
引
こ
州
内
‘

は
セ
ン
タ
へ
射
訓
削
じ
m
m
w
絡
し
、

ιョ

日

日

免

は
セ
ン
タ

i

へ

制
崩
外
滋
必
然
災
計
鉱
山
川
た
〆
タ
で
、

拠
出

i
i
i
i
i
i
i
i
i
I
1
1
1
1
1
1
1
l
i
-
-
i
'
i

ら
m
m
m
M
m
寄
り
件
、
択
的
以
閥
均
的
問
州
怖

い
い
符
批
判
ー
ま
た
外
側
飢
は
、
川
間
同
開
m
u
F
同
間

に
あ
わ
品
、
ノ
y
k
な
位
い
じ
に
け
し
ふ
げ
ら

l
了
、
と
!
。

2
1
8
h
;
プ

移
転
放
附
問
中
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ

不
使
会
あ
か
け
し
玄

L
土

r

と
ラ
そ
、

気
註
に
こ
来
一
昨
〈
だ
さ
い

f久考察窪i紙口三縄地lJ'¥ス犠椴

phヴ
糸
川
円
い
均

人
口
い
と
つ
升
川
u
刊
と
の
2
か
品
問
句

状
同
m
f
引
か
…
勺
ヨ
ト
小
、
久
子
家
、
っ

、
し
貯
と
川
石
川
村
刊
は
、
伊
一
れ
ま
で
久

'T
京

H
油

Tb向
力
ト
ト
ι

凡
退
場
り
!
ド
没
T
L

j

[

J

I

t

-

-

i

g

;

 

t
1
1
一
h
l
i
-
-
、
、
=
:
l
p

初
パ
み
ん
し
て
し
た
正
反
ヌ
」
て

4

完
け
い
却

や
一
千
円
川
地
の
M
刊
m
川
ド
H
a
ん
か
一
h
J
は
、
は
地

内
へ
の
乗
り
入
れ
，
令
官
t
雨
か
多
F
¥
治

さ
れ
て
ツ
ポ
し
丈
!
人
F
M
m
一
郎
探
延
長

は
、
ご
の
す
に
川
区
い
ら
応
え
た
ん
の
ご
、
夜

ス
折
り
返
I
L
叫
が
針
a
ぷ
叫
刊
り
川
地

w
v
問
い
合
わ
ゼ
似
点
ハ
λ

自

肘

w
t
?
?
i

(3lt蜘 3

日
目

ま革主主緩薬霊長本主事義主主、ら議室転免善寺セン

空一行きのパスが遂行していますp

生活環境について

、aJ投
L
F
S
:
念
、
一
t
k
j
J
&
1
v立
ν
H
3

1
1
f
J
L
れ
を
に
ゲ
高
2
P
J
λ
t
i

交
付
は
た
切
れ
ま
い
ぺ

4
J
タ
j
で
は
‘
F
泣
き
と
一
同
日
付
に

議
討
を
そ
け
、
免
許
証
が
山
即
日
交
付
さ

れ
ま
t
た
た

L
、
m
r
-
一
度
科
的
3
司
潤

更
科
昌
ゲ
衿
い
も

E
4
K諸
問
全
受
付
、

市
の
玄
関
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
で

殺
孫
F
7
駅
前
f
地
R
市内笠間川市

vtに

仰
け
い
、
択
一
…
削
符
察
官
相
山
山
所
か
咋
年
m

7
い
い
口
刊
行
か
ら
お
付
派
出
所
仁
作
れ
業
A

時

中
手
主
w
カ
、

3
口
，
m
u
(
六
一
波
保
f

w
m
必
け
に
出
れ
い
も
析
と
に
イ
ヴ
〆

人
L
m
w
d
m
N
H
山
中
守
、

y
…
一
ヴ
ス
山
川
明
日
ば
同
一
め
い
い

叶
村
川
内
H
1
か
与
な
e
j
J
丸
山
け
間
…
…
磁
波
L
か
げ
訪

回一
3
1
)
o
r
yむ
す
ご
が

r
E
j
j
a夕
、
よ
夕

立
ぐ
I
o
n
-
t
!
h
i
n
む
え
A
d
〈
え

ご
ハ
ま
す
r

ア
て
尚
ば
l
U
J
d
k
t
謝
汁
に
一
つ
い

て
は
人
l
作
に
詳
抽
か
み
川
ぐ
、
「
下
水
や
怖
が

水
の
M
U
川
町
」
在
除
け
て
、
日
イ
れ
ι
f
H
7

一
プ
ア
ヘ
p
w
m
ご
1
ま
と
一
言
、
z
z
h
h
p
却を努

一
;
一
H
1
一
亡
ノ
j
i
p
〈
m
E
マ

み
近
く
で
F
き
る
し
一
銀
行
十
郡
川
同
一
同
が

d
L
く
一
れ
る
…
1
J
一
バ
J
t
H
M
1
T
j
一
〉

-

白

:
(
l
J
1
r
;
;

J
k
乃
汗
ぷ
川
九
屯
円
入
山
お
く
、
は
寸
刀
叶

!
〈
一
t
1
1
4
f
i
J
t
i

e

り
j

A
日
立
川
…
J

、f

!

j

i

l

l

L

 

「
快
適
性
い
「
利
便
性

v
qま
あ
満
足

評
髄
一
回
開
い
「
畠
懇
譲
臨
場
」

パス
襲警綾

関
つ

久
守
主
可
つ
く
し
科
目
総
校
し
を
別
問
中
探
す

る
山
小
一
ハ
ス
、
}
ご
に
し
町
打
線
z

力、

3
れつ幻

け
か
一
勺
路
地
延
長
ぷ
れ
ま
イ
訴
と
i

び

あ

れ

」

側
一
関
ひ
と
翠
先
に
大
人
の
仲
間
入
り

引
は
人
の
悦
職
仲
上
…
を
激
効 」

れ冷
十
匂
こ
川
市
ガ
'
J
0
4
b
i
v
-
-
h
J
2
y

f

g

j
う

t
i季

J

2

主
存
ヴ
内
側
竹
人
な
と
η
f
一
ト
内
科
全
身
に
付
け

主

Y
ど
い
，
ル
ム
ダ
e
h
い
ま
ド
ヨ

y
てし引

ア
グ
ト
ド
誌
側
a
b
t
kソ

t
p
J
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対象者

)，tぴ

内 事ま

て

の

し

し

食

中

1
4
J
1
1
M

為
山
久

H
2

お

利

雌

献

川

被

。

を
人
ω

応

以

は

い

市

ゆ

き

拭

く

さ

災

?

と

し

下

の

い

い

方

も

で

人

単

十

り

江

川

人

ト
ヘ
市
町
乍
校
入
一

:

f

i

g

-

o

w

開

一
刻
か

深

川

制

定

(

幻

滅

一

一

宅

ご

ワ

Z
2
一

，

L

浮

い

い

以

後

'

ミ

コ

羽

H

ル
市
穴
水
?

〆

v
f
g
n
i

い
い
恥
品
川

災
以
絞
れ
の
長

引
符
知
市
号
総
ヰ
出
身

c

o

c

c

 

H守ぬれJJ主

む 僚の1立主将i絞

。斗ミj警の川ラシス十itri主

むし鐙予防教活主

総lI'fJlllflii

年に一壌は韓震診断

党人!fil士年目託金ん Ji!Jわす発訴しでいま、ヲ/

り、;車授なy議終、ぬき交をとる11);\'~ti}j 告心がけましょミ

年i~ .f:王->え控室僚析をふ T まL弘 3

犬を鶴っている人へ

5月 G ・13B

7Fjj-8B 

註Fj30B

10Fi 7 B 

※ 2 H 1麦lニ平i主主、 BCG  

れと Lてくす)R.iltミ犬、 qじ 授は jド事土ミ丈必要三、

f:llへい憾の治かろないよフ i二五山、まし五一 人iもかノチマぷ zたとき

:士、えた行心持Wi:!診'1:-s'(67，11凶作、;安治二ごくと，

ご相談は紫綬に

5月27・30f.l

7 fj17・18日

宮内 18・19日

※投与は 6;初計以上務!r畿をおけで、

必ず 2間後げで子さし凡

七〆タ--'¥こイ訂正窓会ゐ庁 、ご、 いろ、

な誌が11i 二 J いての nlÞ~:\ 本な2 先行，ご号、ま; また、 七〆

r!iK'乃，-.(フ?交としご、!'，cilJHi訂正tiプ炉、i完封1]lぐいま i- 2147 
l ニIIIJ去〈〆さ t丞

く3産量接待費書〉
主義 4 ;J三RIJ11 

〈 内 務〉

盗 fEiI判定

!ぷ M
体重・身長

1l:1 訟

Jlr;lj +T ~全

:fil 

州
内
総
ド

μ
問
手
で

山
間
・

F
A

医

名

込

は

氏

し

た

白

中

ま

併

し

す

上

れ

に

「

、
{

J

F

ー
、
ニ
パ
u

t

-

j

i

;

1

 

い
し
ぶ
ィ
ー
を
必

な

カ

わ

泊

1
.

、
υ々

H
1

、パ

/
m
m

川川

、hJ
b

、ra

ハり

し

関

け

は

要

い

州

市

機

安

人

間

行

如

何

で
構
揮
で
の
設
。
弘
社

法

的

昨

撚

川

州

市

川

河

的

い

じ

議
{
給
制
治
滋
い
さ

問

問

削

m

@

側
側

く災後段〉

縫 il 本UMJJ
(註Hのみ ::('¥3i、日起1;)

〈内容〉

14'のノ fランスをみ亡、

実際に同一二こり-II~H(j [-

FJ5 0) f卒f長会 1r ~、まず j

るためには

心 t，1宇 fiil!，lrで，J'o勺

とが

ζH牟誌がI科|災以Iljj生Ujjぇ
ご「による心0)千II，l主を1J

)ど¥'まさ

括主給4書検言舎はllfl雪聖書室予定、関の集間後霊舎は 2月申し込み 3fl災級予定ですの仰ぐ後鰐分{こ潟著書します。
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引
き
続
き
ゴ
ミ

の
減
量
化
後

昭
和
同
年
1
パ
寸
ケ
コ
ミ
の
減
紙
化

と
h
q
捕
時
的
一
持
利
用
を
問
問
る
た
め
実
施
さ

れ

と

雪

緑

化

芝

言

、

空

会

努

力
に
よ
り
密
t
m
い
い
始
同
市
が
上
が
っ
て
い

ま

yo
昭
和
知
町
年
7
M
什
か
h
d
ぽ
汁
ま
で

の
学
忽
問
附
的
資
源
M
U
絞
殺
は
合
計
?
i

U
0
7
万
5
8
2
0
均
(
例
年
山
間
粉
砕
ル
印

%
増
)
p
r
c
ユ
れ
に
伴
い
宍
泊
門
日
回
収

川
川
体
に
支
払
わ
れ
る
薬
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